
 

 

経 済 協 議 会 協 議 事 項  
 

 

 

 

 

○ 所管事項の報告について 

１ 市有土地の売払いについて 

２ 令和８年度マチニワイベント支援事業について 

３ 水産科学館マリエントの電気設備等改修工事に伴う一時休館について 

４ 八戸ブックセンター内装修繕に伴う休館について 

５ 東体育館アリーナの災害復旧に伴う休場について 

６ 青の煌めきあおもり国スポ（第 80回国民スポーツ大会）冬季大会スケート 

競技会・アイスホッケー競技会青森県選手団の成績等について 

７ 令和８年度八戸市美術館の主な展覧会について 

８ 八戸市屋内スケートリンク条例の一部改正（案）の概要について 

９ 八戸市火入れに関する条例の一部改正（案）の概要について 

10 八戸市農産物ブランド戦略会議及び八戸市南郷新規作物研究会議の廃止につ 

いて 

11 農用地利用集積等促進計画の認可・公告事務に係る青森県からの権限移譲に 

ついて 

12 八戸水産アカデミー「魚市場の今後のあり方専門部会」からの提言について 

 

 

 

 

日時 令和８年２月 19日(木) 

   午前 10時 

場所 第二委員会室 



  

 
 

 

 

 

 

 

市有土地の売払いについて 

 

 

１ 八戸北インター第２工業団地５-１区画について 

 

⑴ 売払いする土地の概要 

① 所 在  八戸市大字尻内町字杉子沢７番18 

② 面 積  10,628.27㎡ 

③ 売 払 金 額  371,900,000円 

 

⑵ 売払いの相手 

八戸市小中野一丁目３番15号 

テクノクラフト・シー・アンド・ヴィ株式会社  

   代表取締役 塚原 安雅 

 

⑶ 位置図 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 
 

 

 

 

 

 

２ 八戸北インター第２工業団地11-1区画及び11-2区画について 

 

⑴ 売払いする土地の概要 

① 所 在  八戸市大字尻内町字笹ノ沢77番及び79番３ 

② 面 積  20,355.88㎡ 

③ 売 払 金 額  689,100,000円 

 

⑵ 売払いの相手 

八戸市大字湊町字本町９番地 

八戸酒造株式会社  

代表取締役 駒井 庄三郎 

 

⑶ 位置図 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

令和８年度 マチニワイベント支援事業について 
 

 

１．目的 

八戸まちなか広場（以下、「マチニワ」という）を会場とした飲食や物販等の販売促進を伴う一

定規模のイベントの開催を支援し、中心街の賑わい創出や回遊性の向上を図り、地域経済を活性化

することを目的とする。 

 

２．対象事業 

市内の事業者１者を含む複数事業者（３者以上）が共同でマチニワを会場として開催する飲食や

物販等の販売促進を伴うイベント。 

 

３．対象期間 

令和８年４月１日（水）～令和９年３月31日（水） 

 

４．支援内容及び令和７年度との変更点 

 令和７年度 令和８年度 

 

施設 

使用料 

 

通常期 

（４～11月） 

土日祝 

３分の２減免 ３分の２減免 

通常期 

（４～11月） 

平日 

３回まで全額減免 

※４回目以降は３分の２減免 

３回まで全額減免 

※４回目以降は３分の２減免 

冬期 

（12～3月） 
全額減免 全額減免 

設備器具使用料 減免なし 

減免なし 

※ただし本事業を利用したことがな

い場合、全額減免 

（電気使用料は除く） 

 

５．スケジュール 

２月下旬  周知 

３月上旬  受付開始 

４月１日  支援事業による利用開始 

 

６．参考 

  年度ごとイベント実施件数の推移 

年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

件数 26 12 19 20 

  ※年度ごとに支援内容（減免条件）が異なる 

  ※令和７年度は、１月31日現在 

 

経 済 協 議 会 資 料 

令 和 ８ 年 ２ 月 1 9 日 

八 戸 ポ ー タ ル ミ ュ ー ジ ア ム 



 

 

 

 

 

水産科学館マリエントの電気設備等改修工事に伴う一時休館について 

 

 

１ 休館施設 

 八戸市水産科学館 八戸市大字鮫町字下松苗場 14番地 33 

 

２ 休館期間 

 令和８年４月１日（水）～令和８年４月 28日（火）予定 

 

３ 休館理由 

  水産科学館の電気設備等の改修工事のため 

 

４ 工事内容 

  電気設備の経年劣化による電気事故防止のため改修工事を実施する。 

 （１）屋内キュービクル（１式）、非常用発電機（１台）の交換 

（２）照明器具の交換（４階電気室及び１階玄関ほか） 

（３）１階玄関の照明器具交換に伴う天井ボード等の改修 

 

５ 周知方法  

 ・広報はちのへ  

 ・市のホームページ及びＳＮＳ（Ｘ、Facebook） 

・水産科学館マリエントのホームページ及びＳＮＳ（Instagram） 

経 済 協 議 会 資 料 
令 和 ８ 年 ２ 月 １ ９ 日 
観光文化スポーツ部観光課 



経 済 協 議 会 資 料 

令 和 8 年 2 月 1 9 日 

観光文化スポーツ部文化創造推進課 

 

 

八戸ブックセンター内装修繕に伴う休館について 

 

１．概  要 

  令和 7年 12 月 8 日に発生した青森県東方沖を震源とする地震の影響により、八戸ブック

センターの館内において、壁ボードや天井ボードの破損、クラックの発生など、計 48 か所

に被害が生じていることから修繕を実施することとし、当該期間を休館するもの。 

 

２．休館施設及び期間 

 (1) 休館施設 

    八戸ブックセンター  八戸市六日町 16 番地 2 Garden Terrace1 階 

 (2) 休館期間 

    令和 8年 4月 6日（月）から 4月下旬まで（予定） 

 

３．修繕内容及び予算額 

 (1) 修繕内容 

    破損した壁ボードの撤去及び新設、壁ボードや天井ボードに発生したクラックの修繕、

壁の内向きの角に生じた隙間の修繕等 

      
   入口壁ボードの破損       壁・天井ボードのクラック    壁の内向きの角に生じた隙間 

 (2) 予算額 

    3,850 千円（災害復旧事業債） 

 

４．周知方法及び利用者への対応 

 ○ 市、八戸ブックセンターホームページ及びＳＮＳ（Ｘ、Instagram、Facebook）により

周知。 

 ○ 読書会ルームやカンヅメブースを定期的に利用している団体・個人に対しては、文書

や電話等により周知。 



 

 

 

 

東体育館アリーナの災害復旧に伴う休場について 

 

 

１ 休場施設・箇所 

 八戸市東体育館（八戸市湊高台八丁目１－１） 

    箇所：アリーナ 

 

２ 休場理由・期間 

（1）天井金網復旧・落下防止対策 

令和８年４月 10日（金）まで 

(2) 天井 LED照明復旧 

令和８年８月 17日（月）から８月 28日（金） 
    

  ※１ 東体育館アリーナは、令和７年７月１日から、国民スポーツ大会本大会に向

けた床改修工事で休場しており、引き続き、災害復旧に係る修繕を行うため休

場する。 

  ※２ (1)及び(2)の修繕は令和８年度にわたるため、３月補正予算において予算を

繰越する。 

 

３ 利用可能施設・箇所 

  八戸市東体育館 

箇所：トレーニング室・体育室（卓球場）・会議室 

 

４ 周知方法  

 ・八戸市災害対策本部第 12回本部員会議（2/17）にて発表 

 ・市のホームページ及びＳＮＳ（Ｘ、Facebook、LINE VOOM） 

・指定管理者のホームページ 

 

 

経 済 協 議 会 資 料 
令 和 ８ 年 ２ 月 １ ９ 日 
観光文化スポーツ部スポーツ振興課 
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青の煌めきあおもり国スポ（第 80回国民スポーツ大会）冬季大会スケート 

競技会・アイスホッケー競技会青森県選手団の成績等について 

 

１ 参加人員                                （人） 

選 手 団 大会関係者 

本部役員 338 大会役員 401 

選手・監督 1,373 競技会役員 363 

 スピード 344 競技役員 399 

 ショートトラック 203 招待者 74 

 フィギュア 186 報道員 148 

 アイスホッケー 640 視察員 56 

計 1,711 計 1,441 

 

２ 都道府県別総合成績 

男女総合成績（天皇杯得点）  女子総合成績（皇后杯得点） 

順位 都道府県名 得点  順位 都道府県名 得点 

第１位 北海道 280.5  第１位 長野県 143.5 

第２位 長野県 258.5  第２位 北海道  92.5 

第３位 青森県 173  第３位 青森県  68 

第４位 愛知県 134  第４位 山梨県  63 

第５位 滋賀県 127  第５位 愛知県  60 

第６位 埼玉県 124  第６位 山形県  54 

第７位 群馬県 112  第７位 兵庫県  51 

第８位 神奈川県 108  第８位 神奈川県  50 

 

３ スケート競技会（スピード・ショートトラック・フィギュア競技） 

男女総合成績  女子総合成績 

順位 都道府県名 得点  順位 都道府県名 得点 

第１位 長野県 248.5  第１位 長野県 143.5 

第２位 北海道 190.5  第２位 北海道  92.5 

第３位 愛知県 124  第３位 青森県  68 

第４位 青森県 108  第４位 山梨県  63 

第５位 群馬県 102  第５位 愛知県  60 

第６位 山梨県 97  第６位 山形県  54 

第７位 兵庫県 95  第７位 兵庫県  51 

第８位 大阪府 85  第８位 神奈川県  50 

 

経 済 協 議 会 資 料 

令和８年２月 19 日 

観光文化スポーツ部 

国スポ・障スポ推進室 
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（１）スピード競技成年男子 

種 目 順位 選手名 所 属 

500ｍ 第８位 清 川 一 樹 八戸市庁 

1000ｍ 第１位 

第８位 

三 井 晃 太 

石 岡 良 介 

青森県競技力向上対策本部 

青森県競技力向上対策本部 

1500ｍ 第５位 三 井 晃 太 青森県競技力向上対策本部 

5000ｍ 第６位 菊 池 健 太 青森県競技力向上対策本部 

2000ｍリレー 第３位 

石 岡 良 介 

清 川 一 樹 

黒 岩   心 

三 井 晃 太 

青森県競技力向上対策本部 

八戸市庁 

八戸学院大学 

青森県競技力向上対策本部 

 

（２）スピード競技成年女子 

種 目 順位 選手名 所 属 

1500ｍ 第６位 島   くるみ 八戸学院大学 

3000ｍ 第８位 木 村 咲 映 八戸学院大学 

2000ｍリレー 第４位 

根 城 理 実 

木 幡 結 比 

大 岩 未奈美 

下 村 璃 々 

日本体育大学 

八戸学院大学 

プライフーズ㈱ 

高崎健康福祉大学 

  ※500ｍ、1000ｍ入賞なし 

 

（３）スピード競技少年男子 

種 目 順位 選手名 所 属 

1500ｍ 第７位 竹 内 凰 介 第一中学校 

5000ｍ 第４位 出 町 拓 人 八戸西高等学校 

10000ｍ 第５位 出 町 拓 人 八戸西高等学校 

2000ｍリレー 第３位 

後 村 恵 寿 

加 藤 圭 悟 

竹 内 凰 介 

出 町 拓 人 

八戸高等学校 

八戸西高等学校 

第一中学校 

八戸西高等学校 

※500ｍ、1000ｍ入賞なし 

 

（４）スピード競技少年女子 

種 目 順位 選手名 所 属 

500ｍ 第５位 

第７位 

村 上   梢 

上 田 千 聖 

根城中学校 

八戸学院光星高等学校 

1000ｍ 第４位 村 上   梢 根城中学校 

1500ｍ 第５位 

第６位 

木 村 由 茉 

北 村 眞 子 

八戸東高等学校 

根城中学校 

3000ｍ 第５位 

第６位 

北 村 眞 子 

木 村 由 茉 

根城中学校 

八戸東高等学校 

2000ｍリレー 第３位 

上 田 千 聖 

村 上   梢 

木 村 由 茉 

北 村 眞 子 

八戸学院光星高等学校 

根城中学校 

八戸東高等学校 

根城中学校 
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（５）ショートトラック競技   入賞なし 

 

（６）フィギュア競技成年女子 

順位 選手名 所属 備 考 

団体第３位 
渡 辺 倫 果 

三和建装 
法政大学 

個人総合４位（ショート３位、フリー３位）  

聖 前 埜乃華 東北福祉大学 個人総合９位（ショート９位、フリー９位） 

 

（７）フィギュア競技成年男子  団体第 10位 

 

（８）フィギュア競技少年女子  団体第９位 

 

（９）フィギュア競技少年男子  団体第 12位 

 

 

４ アイスホッケー競技会 

総合成績 成年男子 少年男子 

順位 都道府県名 得点 順位 都道府県名 得点 順位 都道府県名 得点 

第１位 北海道 90 第１位 北海道 40 第１位 北海道 40 

第２位 青森県 65 第２位 栃木県 35 第２位 青森県 35 

〃 埼玉県 65 第３位 埼玉県 30 第３位 宮城県 30 

第４位 栃木県 50 第４位 滋賀県 25 第４位 埼玉県 25 

〃 滋賀県 50 第５位 青森県 20 第５位 神奈川県 20 

第６位 宮城県 40 第６位 香川県 15 第６位 滋賀県 15 

第７位 神奈川県 30 第７位 福岡県 10 第７位 東京都 10 

第８位 香川県 25 第８位 富山県  5 第８位 栃木県  5 

                              

５ 各競技会場の入場者数                          （人） 

式典/競技 会 場 
1/31 

(土) 

2/1 

(日) 

2/2 

(月) 

2/3 

(火) 

2/4 

(水) 

2/5 

(木) 

2/6 

(金) 

2/7 

(土) 

2/8 

(日) 
計 

ス
ケ
ー
ト 

スピード ＹＳアリーナ八戸      2,276 2,492 2,264 3,133 10,165 

ｼｮｰﾄﾄﾗｯｸ 三沢アイスアリーナ 1,256 1,205        2,461 

フィギュア FLAT HACHINOHE 1,500 1,789 435 433      4,157 

アイスホッケー 

テクノルアイスパーク八戸     350 1,534 1,048 2,963 2,944 8,839 

FLAT HACHINOHE     1,004 644 540 360 200 2,748 

三沢アイスアリーナ     475 637    1,112 

計 2,756 2,994 435 433 1,829 5,091 4,080 5,587 6,277 29,482 

（参考）令和５年開催 特別国体    23,359人 

令和２年開催 第 75回冬季国体 26,310人 



 

令和８年度八戸市美術館の主な展覧会について 

 

 

１．概要 

  令和８年度の展覧会については、日本を代表する現代アーティストの展覧会をはじめ、人気

の絵本作家の巡回展、また、地元作家の回顧展を開催する。 

 

２．主な展覧会 

 ①巡回展「日比野克彦 ひとり橋の上に立ってから、だれかと舟で繰り出すまで」 

   日本を代表する現代アーティストの一人である、日比野克彦氏のこれまでの活動の変遷

を、生い立ちから現在まで辿る展覧会。 

   当館の特徴であるジャイアントルームの大空間を活かし、長らく眠っていた貴重な作品

を開梱する『KAIKON（カイコン）プロジェクト』も併せて実施する。 

 

  ■会期：令和８年４月 18 日（土）～９月 23 日（水・祝） 

  ■主催：八戸市美術館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②巡回展「ヨシタケシンスケ展かもしれない」 

子どもから大人まで大ブームを巻き起こしている絵本作家、ヨシタケシンスケ氏初の大規模

展覧会で、これまで全国で開催された本展覧会は 100 万人以上が訪れている。作家の発想の源

である数多くのスケッチや絵本原画などを展示する。 

 

  ■会期：令和８年 11 月 21 日（土）～９年１月 11 日（月・祝） 

  ■主催：実行委員会形式（市・メディア等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
展覧会メインビジュアル 『ころべばいいのに』原画 ©Shinsuke Yoshitake 

《私が初めて立ち止まったのは萱場の橋の上でした》2002、

《on the bridge》2002/2025  

撮影：加藤健 写真提供：水戸芸術館現代美術センター 

《オートバイ》(1984) 撮影：加藤健  

写真提供：水戸芸術館現代美術センター 

令 和 ８ 年 ２ 月 １ ９ 日 

経 済 協 議 会 資 料 

観光文化スポーツ部美術館 



 ③企画展「昆野清一 遡源画巻 かなしみの河を遡る」 

八戸市に生まれた画家・昆野清一の個展を、共創パートナーである八戸彩画堂との共催企画

として実施する。１枚 10m、全 360m となる巻物の絵画《遡源画巻》を、これまでにないス

ケールで一堂に展示するとともに、その制作にいたるまでに描いた絵画シリーズをあわせて

展示し、戦争を生きた八戸の画家を紹介する。 

 

  ■会期：令和９年１月 30 日（土）～２月 21 日（日） 

  ■主催：八戸市美術館 

  ■共催：八戸彩画堂 

  

 

 

 

 

 

 

   

     

 

 

 ④第 63 回八戸市美術展 

   八戸市文化協会との共催により、全館を使って市民が創作した書道や絵画、写真など多彩な

ジャンルの作品約 500 点を展示する。文化協会会員を中心とする展示に加え、広く市民や若手

アーティスト、学生等の作品発表の場を提供する。 

 

■会期：前期 令和 ８年 10 月  8 日（木）～10 月 11 日（日） 

    後期 令和 ８年 10 月 15 日（木）～10 月 18 日（日） 

  ■主催：八戸市文化協会、八戸市美術館 

 

⑤スケジュール 

 R8.4 5 6 7 8 9 10 11 12 R9.1 2 3 

企画展・巡回展 

        

《遡源画巻》第１巻 

ヨシタケシ

ンスケ展 
日比野克彦展 

八戸
市美
術展 

昆野展 

《遡源画巻》第２巻（部分） 



 

経 済 協 議 会 資 料 

令 和 ８ 年 ２ 月 1 9 日 

観光文化スポーツ部  長根屋内スケート場 

八戸市屋内スケートリンク条例の一部改正（案）の概要について 

 

１ 改正の理由 

  長根屋内スケート場の人工芝コートの使用料の額を引き下げるとともに、教育活動

を目的としてスケートリンクを貸切使用する場合における１時間当たりの使用料及び

利用料金の額の上限を定めるためのもの。 

 

２ 改正の内容 

 （１）人工芝コート使用料 

 改正前 改正後 ※現行(減免措置中) 

半面１時間当たり 5,000円 1,700円 2,000円 

全面１時間当たり 10,000円 3,400円 4,000円 

 

 （２）教育活動を目的としたスケートリンク貸切使用（その他の学校等） 

 改正前 改正後 

長根屋内

スケート

場 

50人までごとに 

１時間当たり 4,500円 

50人までごとに 

１時間当たり 4,500円 

上限額 使用する人数が 250人を

超える場合１時間当たり 26,400円 

新井田 

インドア 

リンク 

50人までごとに 

１時間当たり 3,720円 

50人までごとに 

１時間当たり 3,720円 

上限額 使用する人数が 200人を

超える場合１時間当たり 14,940円 

 

３ 施行期日等 

（１）令和８年７月１日から施行する。 

（２）人工芝コートの施行日前の使用料については、従前の例（現行（減免措置中）の

額）による。 



経 済 協 議 会 資 料 

令和８年２月 19 日 

農林水産部農林畜産課 

 

 

 

 

八戸市火入れに関する条例の一部改正（案）の概要について 

 

 

 

１．改正の理由 

本条例は、火入れに関する事項について定めるため、昭和 59年 10月に制定され

たが、条例のうち、火入れの中止に係る要件に現在使用されていない「異常乾燥注

意報」が残ったままとなっている。 

また、消防庁から火災に関する警報の明確化及び林野火災に関する注意報の新設

について令和７年８月 29日付け「火災予防条例（例）の一部改正について」による

通知があり、次期八戸地域広域市町村圏事務組合議会に「八戸地域広域市町村圏事

務組合火災予防条例」の一部改正が提案される見込みとなっている。 

このことから、火入れの中止に係る要件について所要の改正を行うものである。 

 

 

２．改正の内容 

火入れの許可期間中であっても、火入れを行ってはならない（又は速やかに消火

しなければならない）場合について、下表のとおり改正を行う。 

 

改正後 現 行 

強風注意報若しくは乾燥注意報が発

表され、又は火災警報若しくは林野火

災に関する注意報が発令された場合 

強風注意報、異常乾燥注意報又は火災警

報が発令された場合 

 

【参考】林野火災に関する注意報の発令基準（予定） 

前３日間の合計降水量が１mm以下であって、 

前 30 日間の合計降水量が 30mm 以下のとき、または乾燥注意報が発表され

ているとき 

 

 

３．施行期日 

令和８年４月１日 



 

 

 

八戸市農産物ブランド戦略会議及び八戸市南郷新規作物研究会議の廃止について 

 

１ 廃止する附属機関及び担任する事務 

名称 担任する事務 

八戸市農産物ブランド戦略会議 
農産物のブランド戦略の推進に関し必要な事

項について協議をし、意見を述べること 

八戸市南郷新規作物研究会議 
南郷地区において生産する新たな作物につい

て研究をし、意見を述べること 

 

２ 廃止する理由 

八戸市農産物ブランド戦略会議では、平成 24 年度に八戸特産野菜として八戸いち

ご、伝統野菜として糠塚きゅうり及び食用菊を選定し、市では八戸いちごマルシェや

八戸夏やさいマルシェなど、関連する事業を継続的に実施してきたところである。 

また、八戸市南郷新規作物研究会議では、平成 26年度に南郷地区における新たな作

物として、ワイン用ぶどう及び薬用作物を選定し、市ではワイン用ぶどうの苗木購入

補助やワインセミナー等のイベントの開催、㈱ツムラとの薬用作物の試験栽培・市内

農家への委託栽培などに取り組んできたところである。 

両附属機関で協議、選定された内容については、一定の方向性のもとで事業が進捗

していることから、主要な目的は達成していると判断し、廃止するものである。 

 

３ 廃止後の対応について 

両附属機関に関連する事業については、実施状況及び実施計画を毎年八戸市総合農

政審議会に報告し意見をいただくとともに、新たに附属機関に諮るべき事項が発生し

た場合には、同審議会にて審議する。 

  

【参考】 

名称 担任する事務 

八戸市総合農政審議会 

(1) 総合的な農業施策について重要な事項の調

査審議に関すること 

(2) 総合的な農業施策に関し必要な事項につい

て意見を述べること 

 

４ 廃止の期日 

令和８年３月 31 日 

※八戸市附属機関設置条例の一部改正については、他の附属機関の新設改廃とあわせ、

市議会３月定例会に提案予定。 

経 済 協 議 会 資 料 

令和８年２月 1 9 日 
農 林 水 産 部  

農業経営振興センター 



 

経 済 協 議 会 資 料 

令和８年２月 19 日 

農 林 水 産 部 

農業経営振興センター 

農用地利用集積等促進計画の認可・公告事務に係る青森県からの権限移譲について 

 

１ 権限移譲を受ける事務 

農用地利用集積等促進計画の認可・公告事務 

 

２ 事務の内容 

公益社団法人あおもり農業支援センター（以下「農地バンク」）が行う農地中間管理事業におい

て、農地所有者、耕作者、農地バンクの三者間の貸借契約書となる農用地利用集積等促進計画の

認可・公告 

 

３ 権限移譲による効果 

市は農地バンクから事業の一部を受託しており、現在、市が農用地利用集積等促進計画案を農

地バンクへ提出後、県による認可・公告まで約２か月を要しているが、市への権限移譲後は期間

が約１か月程度短縮され、事務処理の迅速化が図られる。 

移 

譲 

前 

  ４月     ５月     ６月   

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 

 

 

      

 

 

    

 

     

 

    

移 

譲 

後 

  ４月     ５月     ６月   

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
     

 

４ 権限移譲日 

令和８年４月１日 

②
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八戸水産アカデミー「魚市場の今後のあり方専門部会」 
からの提言について 

 

１ 経緯 

 近年、海洋環境や社会情勢が変化する中、当市の魚市場が抱える課題を関係者間

で共有し、将来にわたり魚市場機能を安定的に維持していくための具体的な取組の

検討を目的として、昨年４月、八戸水産アカデミーに、新たに「魚市場の今後のあ

り方専門部会」を設置した。 

 専門部会では「魚市場機能のあり方の見直し」をテーマに議論を重ね、昨日、そ

の成果を市及び卸売業者である株式会社八戸魚市場に提言していただいたもの。 

 

２ 組織 

 

３ 開催状況 

 

  

№ 所 属 役 職 氏 名 

1 八戸水産仲買人協同組合 理事長 野田 一夫 

2 八戸みなと漁業協同組合 代表理事組合長 尾崎 幸弘 

3 東北旋網漁業協同組合青森支所 支所長 安田 充昭 

4 八戸機船漁業協同組合 監 事 秋山 貴志 

5 八戸いか釣漁業協議会 会 長 谷地 充晴 

6 株式会社八戸魚市場 常務取締役 林崎 孝志 

7 株式会社八戸魚市場 取締役市場部長 深川 正人 

8 八戸水産加工業協同組合連合会 副会長 武輪 俊彦 

9 八戸港廻船問屋組合 組合長 中道 栄治 

10 青森県トラック協会三八支部 常務理事 飯山 眞也 

11 八戸学院大学地域経営学部 学部長 田中  哲 

回 開催日 案 件 

第１回 R7. 4.30 
・「(仮称)魚市場の今後のあり方専門部会」について 

・専門部会の名称について 

第２回 R7. 5.23 
・各種漁業における水揚げ・販売形態等の見直しについて 

・買受人制度の見直しについて 

第３回 R7. 8.25 

・株式会社八戸魚市場の経営改善に向けた取組について 

・各種漁業における水揚げ・販売形態等の課題と改善策について 

・第三魚市場Ａ棟の運用方法について 

経 済 協 議 会 資 料 

令 和 ８ 年 ２ 月 １ ９ 日 

農林水産部  水産事務所 



 

４ 提言の概要 

提言事項１ 水揚げ・販売形態等の見直しについて 

≪項目① 各種漁業における水揚げ・販売形態等の課題と改善策について≫ 
 

【提言】各種漁業の水揚げ・販売・出荷の課題と改善策について 

  海洋環境・社会情勢の変化等により、従来の水揚げ・販売・出荷形態に新たな 

課題が発生していることから、これらの各種課題に対する改善策の実施について 

検討すること 
 

[主な改善策] 

⚫ まき網漁業 ：水揚げ処理能力の強化のため、運送事業者が共用できる 

 水揚げ容器のほか、魚市場周辺に容器の保管場所の確保 

⚫ 大中型イカ釣漁業 ：作業全体の効率化のため、漁船が入港する前に入札販売 

を行う「入港前販売」の導入 

⚫ 底引き網漁業 ：セリの開始時間を早めることで、小売店の販売開始時間 

に間に合うよう出荷することや、販売方法のセリから入 

札への変更、電子入札の導入 

⚫ 沿岸漁業 ：活魚水槽の運用方法の見直し 

 

≪項目② 魚市場施設の課題について≫ 
 

【提言】第一魚市場の今後の運用方針について 

  老朽化が進む第一魚市場管理棟の今後の運用方針については、市場機能の集約 

と併せて次の３案で検討すること 

回 開催日 案 件 

第４回 R7.10. 1 

・各種漁業における水揚げ・販売形態等の改善策について 

・株式会社八戸魚市場の経営改善に向けた取組について 

・魚市場施設の課題について 

・地方卸売市場八戸市魚市場事業経営戦略の見直しについて 

第５回 R7.11.14 

・各種漁業における水揚げ・販売形態等の改善策について 

・株式会社八戸魚市場の経営改善に向けた取組について 

・魚市場施設の課題について 

第６回 R7.12.25 

・買受人制度の見直しについて 

・各種漁業における水揚げ・販売形態等の改善策について 

・魚市場施設の課題について 

第７回 R8. 2. 3 ・魚市場の今後のあり方に関する提言について 

提言会 R8. 2.18 ・市及び株式会社八戸魚市場への提言書の提出について 



[案①：第三魚市場Ａ棟の活用] 

第一魚市場の市場機能を第三魚市場に集約した上で、第三魚市場Ａ棟を管理 

  棟として活用 

[案②：第三魚市場管理棟の建て替え] 

   第一魚市場の市場機能と管理棟機能を第三魚市場に集約した上で、老朽化し 

た第三魚市場管理棟を建て替え 

[案③：第一魚市場管理棟の建て替え] 

第一魚市場の市場機能を維持し、現在の場所で管理棟を建て替え 

 

≪項目③ 魚市場施設の効率的運用について≫ 
 

【提言】第三魚市場Ａ棟の運用方法について  

⚫ トラックの到着を待たずに水揚げができるという特徴を活かし、まき網漁船を 

対象とした下記３つの水揚げ方法で運用するほか、大型底引き網漁船などの水 

揚げでの活用を検討すること 

⚫ 海業施設として活用することについて検討すること 
 

[運用方法①] 入札前にスカイタンクに水揚げ・Ａ棟で一時保管・入札後に出荷 

[運用方法②] 入札前にスカイタンクに水揚げ・Ａ棟で全量をサンプル展示・ 

入札後に出荷 

 [運用方法③] トラックを利用した従来の水揚げ・Ａ棟で一時保管・漁船からの水 

揚げ終了後にＡ棟から出荷 

 

≪項目④ 株式会社八戸魚市場の経営改善について≫ 
 

【提言】漁業者へのサービス向上と早期の経営改善に向けた取組について 

  販売委託手数料率の引上げに伴う漁業者等へのサービス向上と、早期の経営安 

 定化に向け、次の取組の実施について検討すること 

 

[漁業者へのサービス向上に向けた取組] 

⚫ 処理能力の強化について 

 ・まき網漁船の水揚げの際、トラックスケールにトラックが渋滞することがな 

いよう、計量員を適正に配置すること 

 ・大中型イカ釣漁船の受入隻数が１日２隻までとなっていることから、船内で 

の水揚げ作業員や魚市場での選別作業員の増員に努め、受入隻数の増加に取 

り組むこと 

⚫ 荷受時間について 

 ・朝５時からとなっている荷受時間については、季節や漁業種に応じて時間を 

早めるなど、臨機応変に対応すること 



⚫ 情報発信の強化について 

 ・LINEや FAX、ホームページなどを活用し、他港の水揚げ状況や相場などの情 

報発信に努めること 

⚫ 販売の効率化について 

・販売時間の短縮に努めること（セリから入札販売への変更等） 

 ・他都市の事例を参考にしながら電子入札に関する調査・研究を進めること 

 

[早期の経営改善に向けた取組] 

⚫ 新たな魚種の取り扱いについて 

 ・株式会社八戸魚市場が仲買人として買付けや出荷を行うなどの方法によ 

り、サンマやカツオ、クロマグロ等の新たな魚種の水揚げ誘致に取り組む 

こと 

⚫ 陸送品の取り扱いについて 

   ・他地域からの陸送品の水揚げ誘致をより一層強化すること 

⚫ 水産加工品の開発・販売について 

 ・市内の水産加工業者と連携しながら、低・未利用魚の活用も視野に水産加 

工品の開発・販売に取り組むこと 

⚫ 製氷販売について 

 ・氷が不足している地域への製氷販売を強化すること 

⚫ 水産物の普及・消費拡大について 

 ・魚価向上を目的に、イベント開催等による水産物の普及・消費拡大に取り組 

むこと 

 

提言事項２ 買受人制度の見直しについて 
 

【提言】買受人の新規参入に関する承認基準の見直しについて 

  買受人の新規参入を促進し、市場取引の活性化を図るため、買受人の新規参入 

に関する承認基準の見直しについて、次のとおり検討すること 

 

検討項目 現在の基準 見直し（案） 

買付金額 年間 3,000万円以上 年間 1,000万円以上 

期  間 13年間の市場業務の実績が必要 
親買受人（既存の買受人）の下で

３年間の買付実績が必要 

対象業種 
主として販売（小売業を除く）及

び加工のために買付業務を行う者 
制限しない 

 



５ 今後の予定 

⚫ 市では、提言の内容を踏まえ、各種漁業の水揚げ・販売形態等の課題に対する

改善策の導入についての検討や、買受人の新規参入に関する承認基準の見直し

に向けた手続きを進めるほか、第一魚市場管理棟の今後の運用方針については、

提言で示された３案を基に、引き続き専門部会で議論を進める。 
 

⚫ 株式会社八戸魚市場では、提言で示された取組の実施について検討を進めるこ

ととし、その実施に当たっては必要に応じて市も支援する。 

 


